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蛍光たんぱく質の共通配列．第97回日本生化学会大会．2024，11，6-8．
15 ◯RASHEDA PERVEEN, Ozaki Iwata, Takahashi Hirokazu, Kuwashiro Takuya, Matsuhashi Sachi-
ko: Branched Chain Amino Acids (BCAA) upregulate the tumor suppressor PDCD4 inhibiting au-
tophagy system via the activation of mTORC in Huh7 hepatoma cells.  第47回日本分子生物学会
年会．2024，11，27-29．

16	 高橋宏和：遺伝子に着目した脂肪性肝疾患診療の現在地点．第56回日本動脈硬化学会総会・学術集
会．2024，7，6-7．

17	 高橋宏和：脂肪性肝疾患における動脈硬化性疾患リスク評価を考える．第56回日本動脈硬化学会総
会・学術集会．2024，7，6-7．

18 ＊尾松　卓，小関正博，田中克尚，澤邉博志，西原紗恵，嵯峨礼美，乾　洋勉，高橋宏和，鎌田佳宏，
伊藤香緒里，大濱　透，西田　誠，坂田泰史：MASLD/MASH患者におけるステロール誘導体の
LC-MS/MS による解析．第56回日本動脈硬化学会総会・学術集会．2024，7，6-7．

19 ＊乘田美沙，窪津祥仁，矢田ともみ，藤本　光，森美哉子，井上　香，田中賢一，桑代卓也，磯田広
史，大枝　敏，秋山　巧，高橋宏和：健康診断におけるM2BPGi の有用性．第60回日本肝臓学会
総会．2024，6，13-14．

20 ◯藤本　光：肝生検により診断に至った好酸球性胆管炎からの考察．第60回日本胆道学会学術集会．
2024，10，10-11．

21 ＊藤井英樹，高橋宏和，鎌田佳宏：我が国におけるMetALDの臨床的特徴．第60回日本肝臓学会総
会．2024，6，13-14．

22 ＊石破　博，高橋宏和，角田圭雄：Metabolic associated dysfunction steatosis liver disease におけ
る 4型コラーゲン7S と ELF test の線維化診断能の比較－他施設共同研究．第60回日本肝臓学会総
会．2024，6，13-14．

23 ＊新井泰央，高橋宏和，中島　淳： ２型糖尿病を有するMAFLD患者におけるELFテストの有用性
とその臨床的意義．第60回日本肝臓学会総会．2024，6，13-14．

24	 原なぎさ，平岡　淳，吉治仁志：本邦における慢性肝疾患患者の減酒指導の実態－AUDIT を用い
た多施設共同縦断調査－．第60回日本肝臓学会総会．2024，6，13-14．

25	 原なぎさ，江口有一郎，高橋宏和：肝疾患患者の蛋白低栄養・サルコペニアの介入に対する効果判
定時期の検討－栄養療法のフローチャートより－．第60回日本肝臓学会総会．2024，6，13-14．

26 ◯井上　香，磯田広史，窪津祥仁，乘田美沙，藤本　光，森美哉子，田中賢一，桑代卓也，大枝　敏，
秋山　巧，高橋宏和：臨床実習コーディネーターとしてのキャリア継続．第60回日本肝臓学会総会．
2024，6，13-14．

27	 江口有一郎，蒲池さおり，宮原千賀，小平俊一，矢田ともみ，松本美さと，山元透江，黒木茂高，
高橋宏和，江口尚久：地域の小規模病院の役割としての大学病院医局のキャリア支援のあり方．第
60回日本肝臓学会総会．2024，6，13-14．

28 ＊米澤敦子，江口有一郎，矢田ともみ，磯田広史：全国の肝炎医療コーディネーター養成研修会にお
ける患者会や患者団体の参加状況と養成研修会での先進的な取組について．第60回日本肝臓学会総
会．2024，6，13-14．

29	 田中瑠奈，磯田広史，高橋宏和：ケアマネージャーに対するＣ型肝炎の教育が要支援・要介護高齢
者と家族の受検行動に及ぼす影響．第60回日本肝臓学会総会．2024，6，13-14．
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30 ◯柴山　薫，坂美奈子，坂本貴子，矢田ともみ，江口有一郎，高橋宏和：非アルコール性脂肪性肝疾
患患者における健康的行動継続のための『機会』に着目した支援の方策．第60回日本肝臓学会総会．
2024，6，13-14．

31 ＊東本陽果，磯田広史，江口眞子，中西那月，高橋宏和：拠点病院の医学生が肝炎医療コーディネー
ター活動を行う意義．第60回日本肝臓学会総会．2024，6，13-14．

32 ＊松永滝平，磯田広史，今泉龍之介，大枝　敏，高橋宏和：ポスト SVR時代に臨床検査技師が肝炎
医療コーディネーターとしてできること．第60回日本肝臓学会総会．2024，6，13-14．

33	 原なぎさ，磯田広史，井上　香，大枝　敏，矢田ともみ，江口有一郎：拠点病院肝疾患センター管
理栄養士が考える肝炎医療コーディネーターとしての役割と課題．第60回日本肝臓学会総会．2024，
6，13-14．

34	 高橋宏和，新井泰央，中島　淳：病理的に診断された代謝異常関連脂肪性肝疾患を背景とした切除
不能肝細胞癌の薬物治療の検討．第60回日本肝臓学会総会．2024，6，13-14．

地方規模の学会
１ 	 高橋宏和：消化器・肝臓専門医が知っておくべき非アルコール性脂肪性疾患とその関連病態．第29
回日本消化器病学会九州支部例会教育講演会．2024，2，18．

２ ◯内田慧月，美奈川仁美，江頭桃子，荒木大夢，岸川まり子，山﨑有菜，森　仁恵，小島基靖，高橋
宏和，安西慶三：フレックスタッチⓇ取付スマートセンサーを導入した高齢者糖尿病の一例．第62
回日本糖尿病学会九州地方会．2024，10，25-26．

３ 	 高橋宏和：新時代の肝疾患診療．第123回日本消化器病学会九州支部例会，第117回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会．2024，6，21-22．

４ 	 高橋宏和：糖尿病診療における脂肪性肝疾患の対応：第62回日本糖尿病学会九州地方会．2024，10，
25-26．

５ 	 高橋宏和： ２ 型糖尿病合併症・併存疾患に対する SGLT2阻害薬の多面的効果．第62回日本糖尿病
学会九州地方会．2024，10，25-26．

６ 	 高橋宏和；佐賀県における肝疾患対策の現在地と展望．日本医療マネジメント学会第21回九州・山
口連合大会．2024，12，6-7．

７ ◯Rasheda Perveen，永淵正法，三根敬一朗，森　仁恵，田中賢一，小島基靖，安西慶三，高橋宏
和：β-cell specific Stat2 knockout mice develop diabetes by EMC-D virus infection．第62回日本
糖尿病学会九州地方会．2024，10，25-26．

８ ◯藤本　光，田中賢一，乘田美沙，森美哉子，窪津祥仁，桑代卓也，秋山　巧，高橋宏和，白鳥俊
康：診断に苦慮した異所性膵由来の膵癌症例からの考察．第123回日本消化器病学会九州支部例会，
第117回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2024，6，21-22．

９ ◯森美哉子，桑代卓也，乘田美沙，藤本　光，井上　香，窪津祥仁，田中賢一，磯田広史，白鳥俊康，
大枝　敏，秋山　巧，高橋宏和：診断に苦慮した肝腫瘤の 1 例．第123回日本消化器病学会九州支
部例会，第117回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2024，6，21-22．

10 ◯桑代卓也，秋山　巧，白鳥俊康，高橋宏和：進行肝細胞癌の免疫治療におけるサルコペニアの影響．
第123回日本消化器病学会九州支部例会，第117回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2024，6，
21-22．

11	 高橋宏和，川口　巧，堤　　翼，藤井英樹，鎌田佳宏，川中美和，角田圭雄，岩城慶大，林　秀樹，
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富田秀徳，大枝　敏，米田正人，相島真一，中島　淳：Biopsy-proven SLD におけるMetALD の
実態と肝病理所見：他施設共同レジストリー CLIONE study．第123回日本消化器病学会九州支部
例会，第117回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2024，6，21-22．

12	 高橋宏和： ２ 型糖尿病合併症・併存疾患に対する SGLT2阻害薬の多面的効果．第62回日本糖尿病
学会九州地方会．2024，10，25-26．

13 ◯小島華子，桑代卓也，田崎　陽，山本雪子，藤本　光，野下祥太郎，窪津祥仁，田中賢一，磯田広
史，大枝　敏，井上　香，吉村茂修，高橋宏和：胆嚢結腸瘻合併胆嚢癌による出血性ショックを来
した １例．第124回日本消化器病学会九州支部例会．2024，11，15-16．

14 ◯田崎　陽，野下祥太郎，山本雪子，藤本　光，窪津祥仁，田中賢一，桑代卓也，高橋宏和：長期間
における全身薬物療法が奏功し，肝外転移に対して conversion surgery を施行した肝細胞癌の一例．
第125回日本消化器病学会九州支部例会．2024，11，15-17．

15 ◯山本雪子，窪津祥仁，荒木敬裕，山崎政虎，田崎　陽，藤本　光，野下祥太郎，田中賢一，桑代卓
也，宮園素明，高橋宏和：ANCA関連血管炎に対するアバコパン投与で胆管消失症候群を発症し
た一例．第126回日本消化器病学会九州支部例会．2024，11，15-18．

16 ◯三根敬一郎，永淵正法，赤澤　諭，阿比留教生，森　仁恵，栗崎宏憲，下田和哉，吉開泰信，高橋
宏和，安西慶三：Tyrosine kinase 2を介するシグナルは自己反応性CD8 Ｔ細胞の分化と自己免疫
性 1型糖尿病の発症を促進する．第62回日本糖尿病学会九州地方会．2024，10，25．

17	 原なぎさ，常陸顕吾，今泉龍之介，井上　香，大枝　敏，磯田広史，高橋宏和：パラオにおける肥
満と食行動の実態調査．第31回西日本肥満研究会．2024，7，13-14．

18 ◯小島華子，桑代卓也，田崎　陽，山本雪子，藤本　光，野下祥太郎，窪津祥仁，田中賢一，磯田広
史，大枝　敏，井上　香，吉村茂修，高橋宏和：胆嚢結腸瘻合併胆嚢癌による出血性ショックを来
した １例．第124回日本消化器病学会　九州支部例会，第118回日本消化器内視鏡学会　九州支部例会．
2024，11，15-16．

19 ◯田崎　陽，野下祥太郎，山本雪子，藤本　光，窪津祥仁，田中賢一，桑代卓也，高橋宏和：長期間
における全身薬物療法が奏功し，肝外転移に対して conversion surgery を施行した肝細胞癌の１例．
第124回日本消化器病学会　九州支部例会，第118回日本消化器内視鏡学会　九州支部例会．2024，11，
15-16．

20 ◯山本雪子，窪津祥仁，荒木敬裕，山崎政虎，田崎　陽，藤本　光，野下祥太郎，田中賢一，桑代卓
也，宮園素明，高橋宏和：ANCA関連血管炎に対するアバコパン投与で胆管消失症候群を発症し
た一例．第124回日本消化器病学会　九州支部例会，第118回日本消化器内視鏡学会　九州支部例会．
2024，11，15-16．

21	 大枝　敏：肝線維化・脂肪化の非侵襲的評価法－超音波検査の位置づけ－．第34回日本超音波医学
会九州地方会学術集会．2024，9，16．

22	 高橋宏和：ドナー，家族として臓器提供を経験して．第60回日本移植学会総会．2024，9，12-14．
23	 常陸顕悟，磯田広史，今泉龍之介，東本陽果，野村理沙，中西那月，江口眞子，原なぎさ，井上　
香，大枝　敏，江口有一郎，高橋宏和：拠点病院の医学生の肝炎アラートへの対応状況と今後の活
動について．第45回日本肝臓学会東部会．2024，12，6－7．	

24	 今泉龍之介，磯田広史，矢田ともみ，江口有一郎，高橋宏和：県における肝がん・重度肝硬変治療
研究促進事業の普及・活用の促進に向けた取組み．第45回日本肝臓学会東部会．2024，12，6－7．
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その他の学会
１ 	 高橋宏和：肝臓病は万病のもと～今日から始める肝ぺきライフ～．日本肝臓学会大分県日本肝臓学
会市民公開講座．2024，7，21．

２ 	 高橋宏和：肝炎医療コーディネーターと考えたい医療連携の未来像．新潟県肝炎医療コーディネー
ター養成研修．2024，7，23．

３ 	 高橋宏和：脂肪性肝疾患に関するアップデート．福岡県医療従事者研修会．2024，7，10．
４ 	 高橋宏和：地域の肝疾患対策〜大学から出来ること．第54回九州地区大学保健管理研究協議会教育
講演．2024，7，8．

５ 	 高橋宏和：メタボ関連がん撲滅プロジェクトについて．2024年度第 １ 回佐賀県産業保健研究会．
2024，6，6．

６ 	 高橋宏和：脂肪性肝疾患と ２型糖尿病の up to date．第45回肝疾患診療従事者研修会．2024，3，7．
７ 	 高橋宏和：消化器・肝臓専門医が知っておくべき非アルコール性脂肪性肝疾患とその関連病態．第
29回日本消化器病学会九州支部会教育講演会．2024，2，18．

８ 	 高橋宏和：武雄市民公開講座．佐賀県肝癌対策医会・糖尿病対策医会．2024，2，10．
９ 	 高橋宏和：肥満や糖尿病は万病のもと～“がん”の原因にも？～．糖尿病・肝がん市民公開講座．
2024，2，10．

10	 高橋宏和：危ない脂肪性肝疾患を見逃さないために．福岡県医療従事者研修会肝疾患相談支援セミ
ナー．2025，2，12．

11	 磯田広史：令和 ５年度唐津東松浦地区Ｃ型肝炎等に関する保健指導従事者研修会．2024，2，21．
12	 原なぎさ：楽しく学ぼう！肝臓に良か食生活とサルコペニア予防．糖尿病・肝がん市民公開講座．
2024，2，10．

13	 原なぎさ：肝臓にいい食生活とサルコペニア予防．異業種交流会「楠葉会」．2024，7，1．
14	 原なぎさ：楽しゅう学ぼうや！肝臓にええ食生活とサルコペニア対策．岡山県市民公開講座・肝が
ん撲滅運動．2024，7，28．

15	 原なぎさ：肝臓に良い食生活とサルコペニア予防－ハイオレ大豆を使ったレシピの紹介－．佐賀県
味噌醤油醸造協同組合．2024，8，27．

16	 原なぎさ：美味しく健康に！脂肪肝対策の食事療法．日本消化器病学会市民公開講座．2024，12，
22．

17	 今泉龍之介：グローバルな視点から考える肝炎医療コーディネーター活動「モンゴル編」．日本肝
臓学会令和 6年度佐賀県肝炎医療コーディネーター研修会．2024，12，5-13．

18	 原なぎさ：グローバルな視点から考える肝炎医療コーディネーター活動「パラオ編」．日本肝臓学
会令和 7年度佐賀県肝炎医療コーディネーター研修会．2024，12，5-14．

19	 常陸顕悟：グローバルな視点から考える肝炎医療コーディネーター活動「ベトナム編」．日本肝臓
学会令和 8年度佐賀県肝炎医療コーディネーター研修会．2024，12，5-15．
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研究助成等

職　名 氏　名
補助金（研究助成）
等の名称

種　　目
１：代表
２：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

特任教授 高橋　宏和 科学研究費助成事業 学術研究助成
基金助成金

２ 口腔内細菌叢破綻の脳機能へ
の影響～臓器間ネットワーク
の解明～

300

特任教授 高橋　宏和 科学研究費助成事業 学術研究助成
基金助成金

２ NAFLDに対する運動療法効
果に介在する新規ヘパトカイ
ンの探索と機能解析

1,400

特任教授 高橋　宏和 科学研究費助成事業 学術研究助成
基金助成金

２ 運動により高まる脳機能の長
期維持機構の解明とその応用

100

特任教授 高橋　宏和 科学研究費助成事業 学術研究助成
基金助成金

２ 多職種協働を促進する重度肝
硬変患者に対する看護支援ガ
イドの開発

100

特任教授 高橋　宏和 科学研究費助成事業 国際共同研究
強化B

２ 運動効果の次世代伝播を担う
母体臓器機能のモニタリング
レギュレーション

700

特任教授 高橋　宏和 厚生労働科学研究費
補助金

肝炎等克服政
策研究事業

２ 肝炎ウイルス検査受検率の向
上及び受診へ円滑につなげる
方策の確率に資する研究

1,000

特任教授 高橋　宏和 厚生労働科学研究費
補助金

肝炎等克服政
策研究事業

２ 多様な病態に対応可能な肝疾
患のトータルケアに資する人
材育成及びその活動の質の向
上等に関する研究

1,500

病院助教 磯田　広史 厚生労働科学研究費
補助金

肝炎等克服政
策研究事業

２ 様々な生活の場における肝炎
ウイルス感染者の人権への望
ましい配慮に関する研究

700

病院助教 磯田　広史 厚生労働科学研究費
補助金

肝炎等克服政
策研究事業

２ ネットワークう社会における
地域の特性に応じた肝疾患診
療連携体制構築に資する研究

700

客　員
研究員

江口有一郎 厚生労働科学研究費
補助金

肝炎等克服政
策研究事業

２ 肝がん・重度肝硬変の医療水
準と患者のQOL 向上等に資
する研究

1,500

学術（学会）賞

職　名 氏　名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

P o s t -
doctoral 
Fellow

三根敬一郎 第62日本糖尿病学会九州地方会九州支
部賞（ノボ賞）

Tyrosine kinase 2を介するシグナルは自己反応性 
CD8　Ｔ細胞の分化と自己免疫性 １ 型糖尿病の発症を
促進する

客　員
研究員

森　　仁恵 第67回九州糖尿病懇話会　一般演題
Award

日本人の ２月糖尿病患者におけるインスリン分泌障害
およびインスリン抵抗性低下と TYK2 Promoter 
Variant との関連

講　師 大枝　　敏 2024年度日本臨床検査医学会学会賞　
優秀論文賞

チーム医療に関する実態調査；佐賀県の中核病院にお
ける検討
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